
京都府農林水産ビジョンの改定の進め方について 
 

 
令和８年度に終期を迎える京都府総合計画※が改定されることを受け、農林水産ビジョンの

改定について、下記のとおり進める。 

※京都府が目指す方向性について、2040 年を展望し、将来構想、基本計画等として明示した計画。府

民の皆様や京都に関わる誰もが「わくわくする京都」を目指すとして、改定計画を検討中。 
 

記 

１ 改定の考え方 

（１）趣旨 

  ・現行ビジョンの進捗を総括するとともに、社会情勢の変化及び「京都府総合計画」の改

定、本検討委員会での議論を踏まえ、新たに取り組むべき施策の方向性を追加、見直し 

（２）計画期間等 

  計画期間 目標年度 

現行（第１期） 令和元～10年度【10年間】 令和８年度(※) 

改定（第２期） 令和９～12年度【４年間】 令和 12年度 

※現行計画は令和元年度策定、目標年度を令和５年度に設定していたが、京都府総合計画の改

定に合わせ、前倒しで令和４年度に目標年度を令和８年度とする見直しを実施 
 
   ▸現行計画期間の満了を待たず前倒しで改定 

  ・気候変動に伴う自然災害の頻発化や、人口減少・高齢化の進展による担い手不足

など、農林水産業・農山漁村を取り巻く環境は一層厳しい状況 

・その対策は喫緊の課題であるため、今後の農林水産行政の方向性を府民に示す必

要があると考え、現行計画の期間満了を待たずに前倒しで改定を行う 
 

 ▸計画期間を 10年から４年に短縮 

・総合計画の方針を踏まえ、情勢の変化に適時的確に対応するため、計画期間を   

10年から４年に見直す。 
 
２ 改定スケジュール 

   今年度末の策定を目指し、年度内に検討委員会を３回開催 

９月 第１回検討委員会【現行計画の進捗、情勢変化への対応の方向性等】 

１０月 京都府議会９月定例会 委員会へ報告（概要報告） 

１０月 第２回検討委員会【次期ビジョンの素案】 

１２月 京都府議会１２月定例会 委員会へ報告（中間案） 

 １月 第３回検討委員会【次期ビジョンの最終案】 

 ３月 京都府議会２月定例会 委員会へ報告（最終案） 
 
 

３ 検討委員会委員の選出 

   農林水産業・食品産業の各分野から学識者及び実践者を選出 
 
４ 改定の方向性 

2040(令和 22)年までに実現したい３つの姿（ビジネス、コミュニティ、セキュリティ）を目

指し、「わくわくする京都」の実現に向けて、今後４年間で実施すべき施策の方向性を示す。 
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